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おいCまち内灘　西田恭子
内灘高校　三宅先生

得られた成果　通年の畑作業を経験できた。水ぎょうざ
製造に携わる利用者が増えた。
課題点　水ぎょうざの販路拡大

連携した結果に対する意見または評価　おいCまち内灘のボランティアメンバーも少なくなったため、たんとさん
を頼りにしている。通年の作業を経験していることから、白帆台の畑はたんとさんにお任せしたい。責任もって
やっていってほしい。(おいCまち内灘)
自分のデザインが選ばれて嬉しいです。修正もなんとか頑張りたいです。(内灘高校生徒Tさん)

今後の連携強化に向けた課題　らっきょうを使用したグラタンの試作もできたので来年度は内灘高校の家庭部も含
めて完成に近づける。(おいCまち内灘)

連携先企業名 おいCまち内灘、石川県立内灘高等学校 担当者名

連携先の企業等の意見または評価

住　所 石川県河北郡内灘町向粟崎1丁目408 管理者名 谷本　典子

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 ふれあい工房たんと内灘
事業所番号

1711410256

電話番号 076-256-5343 対象年度 令和4年度

地域連携活動の概要

活動場所　上荒屋・白帆台の畑、内灘町作業場、たんと厨房

利用者数　畑:延べ17人、加工:延べ17人、厨房:延べ4人
施設外就労の概要　雑草とり、らっきょうの加工

グラタン試作:3月6日　のぼりデザイン考案連携会議:3月13日
実施した生産活動
らっきょう関連:　栽培、加工、水ぎょうざ製造、甘酢づけ
　　　　　　　　　グラタン試作、のぼりデザイン考案連携会議

白帆台の畑の雑草とり作業風景

らっきょうを使用したグラタン試作

おいCまち内灘、内灘高校、たんとの連携会議

水ぎょうざが販売されている道の駅へ見学

実施日程　畑:3月～11月　加工:6月～8月

地域連携活動のねらい　利用者や事業所が地域参加する
ことで、その地域で働いていることへの実感を持つこと
ができ、また、さまざまな経験をすることができる。
地域にとってのメリット　内灘特産物の各地への紹介
対象者にとってのメリット　生産者の高齢化に伴う後継者の育成

実施した結果　地域の方と交流することができた。作業
の幅が広がった。

様式１


